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●外来植物ヒメオドリコソウの分
ぶん
布
ぷ
拡
かくだい
大
　1893 年に日本に入って来たヒメオドリコソ
ウは、1961 年には富山県に、1973 年には富山
市へと広がって来ました。その後も増
ふ
え続けて
いることから、科学博物館は市民の皆
みな
さんと
一
いっしょ
緒に、富山市内の分
ぶん
布
ぷ
状
じょうきょう
況調
ちょう
査
さ
を 2 回行いま
した。第 1 回調
ちょう
査
さ
は 1991 ～ 1995 年（図 6 左）、
第 2 回調
ちょう
査
さ
は 2013 ～ 2016 年です。その結果、
21 年間でヒメオドリコソウが確
かくにん
認された地点
（メッシュ数）は約 2.8 倍に増
ふ
えていました（図
6、7）。
●外来昆
こんちゅう
虫アオマツムシの分
ぶん
布
ぷ
拡
かくだい
大
　富山県では、1984
年に富
と
山
やま
大
だいがく
学構
こうない
内で
初めて見つかりまし
た。1988 年には、富
山市街地の一部と市
街地近
きんりん
隣の呉
くれ
羽
は
丘
きゅうりょう
陵
の一部に限
かぎ
られてい
ま し た が、 そ の 後、
1993 ～ 1995 年 に 行
った市民自然調
ちょう
査
さ
で
は市街地の街
がい
路
ろ
樹
じゅ
や
公園の植
しょくさい
栽を中心に広がっていました（図 9）。
　今回の調
ちょう
査
さ
で、８月
がつ
中
ちゅうじゅん
旬から 10 月
がつ
下
げ
旬
じゅん
まで、
市内の平地から丘
きゅうりょう
陵地にかけて 333 件
けん
の鳴き
声の報
ほうこく
告があり、既
すで
に平野部のほぼ全
ぜんいき
域に生息
域
いき
が広がっていることが確
かくにん
認できました（図
10）。なお、現
げんざい
在、アオマツムシは県内の平地・
丘
きゅうりょう
陵地のほぼ全
ぜんいき
域に広がっています。
●外来動物ウシガエルの分
ぶん
布
ぷ
　ウシガエル（表紙写真）は北アメリカ原産の
外来種で、元
もともと
々いる日本の生き物に大きな影
えいきょう
響
を与
あた
えるため、環
かんきょうしょう
境省の「特定外来生物」に指
定されています。富山県では 1924 年に養
ようしょく
殖の
ため導
どうにゅう
入されました。恐
おそ
らく逃
に
げ出
だ
したものが
広まっていったものでしょう。
　今回の調
ちょう
査
さ
で、市内の平地や丘
きゅうりょう
陵の池など
でみつかり、導
どうにゅう
入後 70 年以上たった今も富山
市内に生息していることがわかりました（図
11）。
図 9　1993 ～ 1995 年のアオマツムシの旧富山市での
分
ぶん
布
ぷ
図 10　アオマツムシの分
ぶん
布
ぷ
（データ数 333 件
けん
）
図 6　ヒメオドリコソウの分
ぶん
布
ぷ
の拡
かくだい
大の様子
左は 1991 ～ 1995 年、右は 2013 ～ 2016 年
の旧富山市
図 7　ヒメオドリコソウの分
ぶん
布
ぷ
（データ数 625 件
けん
）
図 8　アオマツムシのオス
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●外来動物ミシシッピアカミミガメの分
ぶん
布
ぷ
　ミシシッピアカミミガメ（表紙写真）は、ア
メリカ合
がっしゅうこく
衆国やメキシコに分
ぶん
布
ぷ
し、古くから世
界各国にペット用に出荷されています。日本で
も 1950 年代から「ミドリガメ」の名で販
はんばい
売され、
1960 年代から野生化した個
こ
体
たい
が見つかってい
ます。多くは飼
か
われていたものが捨
す
てられたり
したものだと思われます。責
せきにん
任をもって飼
か
うこ
とが大切です。
　今回の調
ちょう
査
さ
で、運
うん
河
が
や郊
こうがい
外の公園などでみつ
かりました（図 12）。
●ニホンジカの分
ぶん
布
ぷ
　ニホンジカ（図 13）は 1990 年代から全国的
に分
ぶん
布
ぷ
が広がり生息数が増
ふ
え、日本各地で農業
や林業への被
ひ
害
がい
など様
さまざま
々な問題を起こしていま
す。富山県では、明治時代には生息していまし
たが、その後長い間見られず、1990 年代から
ふたたび増
ふ
えはじめています。
　富山市では婦
ふ
中
ちゅう
地域や八
やつ
尾
お
地
ち
域
いき
で、車にぶつ
かって死んだ例や目
もくげき
撃報
ほうこく
告がありました。今
後、県内でさらに増
ふ
えていくものと思われ、今
後もその動向に注意していきたいものです（図
14）。
●ホタルの分
ぶん
布
ぷ
　ホタルは梅雨の頃
ころ
の風物詩としてよく知られ
ている昆
こんちゅう
虫で、かつてはいたる所で見られたも
のです。
　近年は、水環
かんきょう
境の改
かいぜん
善が進んで、ゲンジボタ
ル（図 15 左）の復
ふっかつ
活や増
ぞう
加
か
した所が増
ふ
えてい
ます。一方で、水田耕
こうさく
作方法や使用農薬の変化
図11　ウシガエルの分
ぶん
布
ぷ
　　　 (データ数18件
けん
)
図 15　ゲンジボタル ( 左 ) とヘイケボタル ( 右 )
ゲンジボタルは体長 15 ～ 20mm、胸
むね
の黒いす
じが細く、真ん中が膨
ふく
らむ。ヘイケボタルは体長
7 ～ 10mm、胸
むね
の黒いすじが太く、真ん中が細
くなる。
図16　ゲンジボタルの分
ぶん
布
ぷ
（左）とヘイケボタルの分
ぶん
布
ぷ
　　　（右） （データ数45件
けん
）
図12　ミシシッピアカミミ
ガメの分
ぶん
布
ぷ
(データ数35件
けん
)
図14　ニホンジカの分
ぶん
布
ぷ
(データ数11件
けん
)
図 13　天文台周辺で撮
さつえい
影されたニホンジカ
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などによってヘイケボタル（図 15 右）の発生
が減
げんしょう
少しています。市内の平野部からゲンジボ
タル 32 件
けん
、ヘイケボタル 11 件
けん
の報
ほうこく
告があり
ました。森林に生息するヒメボタルの報
ほうこく
告はあ
りませんでした。市街地からの報
ほうこく
告は無く、報
ほう
告
こく
の場所は中部と北部の郊
こうがい
外に偏
かたよ
っています
（図 16）。
●セミの分
ぶん
布
ぷ
　富山県内のセミ類は 12 種類が見つかってい
ます。調
ちょう
査
さ
の結果、富山市内の平地全
ぜんいき
域から山
地にかけて 275 件
けん
の成虫（鳴き声での確
かくにん
認）、
253 件
けん
の抜
ぬ
け殻
がら
、および 2 件
けん
の幼
ようちゅう
虫の、合計
530 件
けん
の報
ほうこく
告がありました。報
ほうこく
告の多い順に、
アブラゼミ、ニイニイゼミ、ツクツクボウシ、
ヒグラシ、ミンミンゼミ、ハルゼミ、クマゼミ、
エゾハルゼミの 8 種で（図 17）、平地から丘
きゅうりょう
陵
地に見られるセミ類のほぼ全てが見つかりまし
た。今回、南方系
けい
のクマゼミが確
かくにん
認されたのは
注目に値
あたい
します。山地性
せい
のエゾゼミ類や秋に出
しゅつ
現
げん
するチッチゼミの報
ほうこく
告はありませんでした。
●トノサマガエルの分
ぶん
布
ぷ
　トノサマガエルは水田の代表的なカエルです
が、県内では平地でかなり少なくなり、富山県
の絶
ぜつ
滅
めつ
危
き
惧
ぐ
種
しゅ
（準
じゅん
絶
ぜつめつ
滅危
き
惧
ぐ
）に指定されていま
す。
　富山市では、平地で区画整理が進んだ地
ち
域
いき
に
はいませんでしたが、郊
こうがい
外や低山の水田地帯に
いることが分かりました（図 18）。
●カワセミの分
ぶん
布
ぷ
　カワセミ（図 19）は川や池で小魚などを食
べて生活する水辺の野鳥です。昭和 30 年代以
い
降
こう
、農薬や河
か
川
せん
改
かいしゅう
修で小川の小魚が減
へ
り、カワ
セミも著
いちじる
しく減
へ
ったようです。
　今回の調
ちょう
査
さ
で、カワセミは神通川流
りゅう
域
いき
の川や
用水路、富
ふ
岩
がん
運
うん
河
が
や常
じょうがん
願寺
じ
川
かわ
周辺から見つかり
ましたが数は多くないようです。
ツクツクボウシ
ミンミンゼミ
クマゼミ
ヒグラシ
ハルゼミ
エゾハルゼミ
図 18　トノサマガエル
図 19　カワセミ
アブラゼミ ニイニイゼミ
図 17　セミの分布 ( データ数 530 件
けん
)
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●カルガモの分
ぶん
布
ぷ
　カルガモ（表紙写真）は年中見られる水辺の
代表的な野鳥です。富山市では、神通川や熊
くま
野
の
川
がわ
、白岩川をはじめ、いたち川や松川などの大
小の河
か
川
せん
、市街地や郊
こうがい
外の池、用水、水田、丘
きゅう
陵
りょう
地の池など、様
さまざま
々な水辺で見られました（図
20）。富山市内に水辺環
かんきょう
境が多いことを反
はん
映
えい
し
ているようです。
●スズメの分
ぶん
布
ぷ
　スズメ（図 21）は人のすむ家のまわりで生
活している野鳥です。海岸近くから市街地、郊
こう
外
がい
、山
さんろく
麓までの広い範
はん
囲
い
にすみ、山間部の集落
ではあまりみられないようです（図 22）。
　4 ～ 8 月
がつ
に巣を作り、巣を作る場所には屋根
瓦
がわら
のすきまやパイプの中など、人工的な物をよ
く利用することが分かりました。
●キジの分
ぶん
布
ぷ
　キジ（図 23）は、農
のうこう
耕地などにすむオスの
羽が美しい鳥です。富山市では、郊外の水田地
帯や河
か
川
せん
敷
しき
、市街地の公園や畑などが混
こん
在
ざい
する
ところでみつかりました。また、住
じゅう
宅
たく
地でも見
つかりました。
●カッコウの分
ぶん
布
ぷ
　カッコウは平地から山地にやってくる夏
なつ
鳥
どり
で
す。鳴き声は 5 ～ 7 月
がつ
頃
ごろ
に市街地の住
じゅう
宅
たく
地から
郊
こうがい
外の水田地帯、山地で聞かれ、幅
はば
広
ひろ
い範
はん
囲
い
に
やってきていることがわかりました（図 24）。
●酸
さん
性
せい
雨
う
　1991 ～ 1995 年に行った前回の調
ちょう
査
さ
では、旧
きゅう
市
内の各地で酸性雨が観
かんそく
測されました。最近は、
酸性雨という言葉を聞かなくなりましたが、酸
性雨はなくなっていません。2013 ～ 2015 年度
図 20　カルガモの分
ぶん
布
ぷ
 （データ数 171 件
けん
）
図 21　公園で虫をつかまえたスズメ
図 23　キジのオス（右）とメス（左）
図 22　スズメの分
ぶん
布
ぷ
（データ数 398 件
けん
）
図 24　カッコウの分
ぶん
布
ぷ
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の 6 月
がつ
（梅雨）、9 月
がつ
（秋雨）、12 月
がつ
（冬型）、
3 月
がつ
（黄
こう
砂
さ
混
ま
じり）に、一週間分の雨水をバケ
ツを使って集めて酸
さん
性
せい
度 pH を調べました（図
25）。
　2013 年度は市街地で強い酸性雨（pH4.0-4.3）
が観
かんそく
測されました。その比
ひ
率
りつ
は全体の 20％
程
てい
度
ど
でした。2014 年度は市街地の広い範
はん
囲
い
で強い酸性雨が観
かんそく
測され、非
ひ
常
じょう
に強い酸性雨
（pH3.6-3.9）も観
かんそく
測されました。強い酸性雨の
比
ひ
率
りつ
は 36％、非
ひ
常
じょう
に強い酸性雨の比
ひ
率
りつ
も 5％
ほどありました。2015 年度は強い酸性雨は１
カ所
しょ
のみで観
かんそく
測されました。
　降
こうすい
水量が少ないと、強い酸性雨から中
ちゅうせい
性の雨
までばらつきがあり、場所によって酸性雨の強さ
が大きく異
こと
なることから、地
ち
域
いき
的な汚
お
染
せん
の影
えい
響
きょう
が
現
あらわ
れやすくなると考えられました。これに対して、
降
こうすい
水量が増
ふ
えると場所による雨の pH の値
あたい
の差が
小さくなることから、広
こう
域
いき
的な汚
お
染
せん
の影
えい
響
きょう
が現
あらわ
れ
てくると考えられました（図 26）。
●土の色
　土の色というと何色を思
おも
い浮
う
かべますか？茶
色や黒色を思
おも
い浮
う
かべる人が多いのではないで
しょうか。あるいは、住んでいる場所によって
思
おも
い浮
う
かぶ色が違
ちが
うかもしれません。
　富山市内から集めた 115 の土の色はどれも
少しずつ違
ちが
い、一つとして同じ色はありません
でした。土用のカラーチャートと比
ひ
較
かく
すると、
48 色に分類されました。全体として黄～黄
き
赤
あか
系
けい
の色が多く、特に黄
おう
褐
かっ
色
しょく
や暗
あん
灰
かい
黄
こう
色
しょく
の土が多
く集まりました。丘
きゅう
陵
りょう
地のゆるやかな斜
しゃ
面
めん
では
ピンク色
いろ
、有
あり
峰
みね
湖
こ
周辺など山地では白っぽい色
の土が見られるなど、場所によって特
とく
徴
ちょう
的な色
があることもわかりました。
　これらの土の色の違
ちが
いは、土が作られるとき
にはたらく自然条
じょう
件
けん
（母
ぼ
材
ざい
・気候・生物・地形・
時間）によって左右されます。富山市の多様な
土の色は、富山市内の自然条
じょう
件
けん
の多様さを反
はん
映
えい
しているのでしょう。
■おわりに
　富山市科学博物館は、郷
きょう
土
ど
の自然を調べ、記
録していくことを使命として様
さまざま
々な標本やデー
タを集めています。今回、市民調査員から寄
よ
せ
られた 5800 件
けん
を越
こ
えるデータは、人の生活の
影
えい
響
きょう
を受けながら生き物が行動していること
や、時代と共に生き物の分
ぶん
布
ぷ
状
じょう
態
たい
が変化してい
ることを示
しめ
す上でたいへん貴
き
重
ちょう
なものです。こ
れらのデータを適
てき
時
じ
比
ひ
較
かく
データとして活用し、
郷
きょう
土
ど
の自然がより良くなるように役立てていき
たいと思っています。調
ちょう
査
さ
に参加・協力してく
ださった市民の皆
みなさま
様に厚
あつ
くお礼申し上げます。
図 26　降
こうすい
水量と pH との関係
実線の囲みは降水量が少なくて pH のばらつきが
大きい。破線の囲みは降水量が多くて pH のばら
つきが小さい。
図 25　酸性雨調査の調査結果 ( データ数 244 件
けん
)
